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小
樽
運
河
の
北
部
、「
北
運
河
」
と
呼

ば
れ
る
エ
リ
ア
に
は
様
々
な
歴
史
的
建

造
物
が
残
っ
て
い
る
が
、
北
陸
の
北
前

船
主
が
つ
く
っ
た
倉
庫
が
現
在
も
3
棟

並
ん
で
い
る
の
は
全
国
で
も
こ
こ
だ
け

で
、
大
変
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
い
え
る
。

平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
5
月
に
3
棟

全
て
が
「
北
前
船
」
日
本
遺
産
の
構
成

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
最
も
北

側
に
あ
る
の
が
旧
右
近
倉
庫
で
あ
る
。

　

右
近
権
左
衛
門
家
は
、
北
前
船
主
集

落
と
し
て
知
ら
れ
る
福
井
県
南
越
前
町

河
野
出
身
で
、
小
樽
の
有
幌
地
区
の
旧

中
村
倉
庫
を
つ
く
っ
た
中
村
家
と
同
郷

で
あ
る
。
北
前
船
主
と
し
て
の
右
近
家

の
ル
ー
ツ
は
江
戸
時
代
前
期
に
遡
り
、

延
宝
8
（
1
6
8
0
）
年
、
河
野
浦
の

金
相
寺
三
代
目
住
職
・
漸
祐
が
、
四
代

目
専
祐
の
弟
を
寺
の
養
女
と
縁
組
み
さ

せ
、
田
地
山
林
と
と
も
に
船
１
隻
を
与

え
て
分
家
さ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

18
世
紀
前
半
に
は
、
近
江
商
人
に
雇

わ
れ
荷
所
船
で
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
と

の
海
運
業
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
宝
暦

か
ら
天
明
期
頃
に
自
ら
商
品
を
仕
入
れ

て
各
地
で
販
売
す
る
買
い
積
み
経
営
を

行
い
、
北
前
船
主
と
し
て
自
立
し
て
い
っ

た
。
右
近
家
が
日
本
海
有
数
の
大
船
主

に
飛
躍
し
た
の
は
、
幕
末
か
ら
明
治
期

の
北
前
船
最
盛
期
に
活
躍
し
た
九
代
目

権
左
衛
門
（
1
8
1
6-

1
8
8
8
）
の

頃
で
あ
る
。

　

そ
の
息
子
、
吉
太
郎
（
十
代
目
権
左

衛
門
、
1
8
5
2-

1
9
1
6
）
も
船
頭

と
し
て
八
幡
丸
に
乗
り
込
ん
で
経
験
を

積
み
、
明
治
初
期
に
は
急
激
に
発
展
し

つ
つ
あ
っ
た
小
樽
に
滞
在
し
、
右
近
家

の
蝦
夷
地
で
の
商
業
取
引
の
采
配
を
ふ

る
っ
た
。
明
治
12
（
1
8
7
9
）
年
に

は
有
幌
に
土
地
を
購
入
し
て
倉
庫
と
仮

宅
を
建
設
。
倉
庫
業
、
海
陸
物
産
売
買

業
を
始
め
た
。
こ
の
倉
庫
は
同
27
年
に

建
設
さ
れ
て
い
る
。

　

右
近
家
は
、
小
樽
で
取
引
し
て
い
た

有
幌
の
甲
崎
金
次
郎
、
港
町
の
田
中
武

左
衛
門
ら
に
、
瀬
戸
内
海
の
砂
糖
、
塩
、

素
麺
、
敦
賀
の
お
茶
、
筵
や
縄
な
ど
の

生
活
物
資
の
ほ
か
、
大
阪
や
堺
で
積
み

込
ん
だ
麦
酒
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
ブ
ド
ウ

酒
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
。
最
近
、
同

22
年
に
右
近
家
の
永
寶
丸
が
「
コ
ー
ヒ
ー

糖
」
を
運
ん
で
い
た
帳
簿
が
発
見
さ
れ

る
な
ど
、
右
近
家
の
北
前
船
は
西
洋
文

化
を
各
地
に
も
た
ら
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
き
た
。

　

こ
の
倉
庫
は
、
戦
後
、
倉
庫
会
社
、

建
設
業
者
な
ど
を
経
て
、
平
成
4
年
に

札
幌
の
不
動
産
会
社
の
所
有
と
な
り
、

バ
ブ
ル
期
に
は
ビ
ー
ル
園
な
ど
へ
の
再

利
用
が
検
討
さ
れ
た
が
、
不
況
後
は
放

置
さ
れ
て
い
た
。
同
6
年
3
月
、
突
風

で
壁
面
の
軟
石
や
屋
根
の
一
部
が
倒
壊

し
、
保
存
処
置
を
求
め
る
市
と
所
有
者

が
費
用
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
た
。
そ
の

後
、
同
7
年
10
月
、
競
売
に
か
け
ら
れ
、

翌
年
1
月
、
北
一
硝
子
が
購
入
し
、
壁

面
の
軟
石
の
修
復
、
屋
根
瓦
の
復
元
工

事
を
行
っ
た
。
20
数
年
前
に
は
取
り
壊

さ
れ
る
寸
前
だ
っ
た
こ
の
倉
庫
は
見
事

に
再
生
し
、
北
前
船
主
の
活
躍
と
小
樽

の
繁
栄
を
い
ま
に
伝
え
て
い
る
。

おたる・しりべし の 魅力 を 発掘する 小樽商科大学
旧右近倉庫
（小樽市祝津 3-240）
明治 27 年建築。木骨石造 1 階建。983 ㎡。
敦賀の北前船主、右近権左衛門によって建
造。妻壁に「//」（一膳箸）の印がある。正
面は左右非対称。中央と左側にアーチ付開
口部を持つ。越屋根、小屋組にはクイーン
ポストトラス（対束小屋組）が用いられてい
る。南側に旧広海倉庫、旧増田倉庫が隣接し、
北陸の北前船主がつくった倉庫が３棟連な
る。平成 6 年、小樽市登録歴史的建造物と
なる。同 7 年 3 月、突風で壁面の軟石と屋
根の一部が倒壊。同年 10 月、競売にかけ
られ、翌8年1月、北一硝子が購入。同年6月、
壁面の軟石の修復と屋根瓦の復元工事を実
施。同年 7 月、小樽市指定歴史的建造物に
指定。
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旧右近倉庫
きゅう    う   こ ん   そ う    こ

【
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右
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倉
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右
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9
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硝
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収
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旧
右
近
倉
庫
」　

本
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存
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北
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9
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右
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衛
門
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1
9
9
6
年
）、「
右
近
倉

庫
」（『
語
り
継
が
れ
る
町
お
た
る 

総
集
編
6
』、

1
9
9
7
年
）、「
北
前
船 

コ
ー
ヒ
ー
運
搬
」『
日
刊

県
民
福
井
』（
2
0
1
6
年
5
月
4
日
付
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珈
琲
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仕
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【
謝
辞
】
浅
原
健
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さ
ん
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株
式
会
社
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一
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子
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北運河にのこる福井の北前船主がつくった倉庫

建設当時は瓦屋根だったが鉄板屋根に改装されていた。その後、屋根の一部が抜け落ちる
など老朽化が進み、平成 7 年 3 月の突風で一部が倒壊。同 8 年に約 2 万枚の瓦屋根の復
元工事が実施された。

倉庫内部。補修時に木骨が追加された。 右近家のしるし。「一膳箸」。正面（海側）の扉。

背面（山側）にも「一膳箸」のしるしがある。 南側の旧広海倉庫との間に設置された扉。山側からみた 3棟の倉庫。北側（左手）から、
旧右近倉庫、旧広海倉庫、旧増田倉庫。

右近家の家紋「茶の実」。背面（山側）扉
上のアーチ上部にある。

背面（山側）扉のアーチ状の装飾。

小
樽
れ
っ
け
ん
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